
【方針① 歩いて暮らせるまちづくり】
□歩いて暮らせる距離に生活に必要な施設、サービス、アイデアが
集約された集住型のまちづくり

□歩くことが楽しく、健康づくりにも取り組むことができるまちづくり

【方針② 安心な医療福祉体制】
□医療・介護・福祉の施設整備と他医療機関との連携の充実
□医療福祉施設を集約させ、効率的なサービスの提供
□地域包括ケアにより、ケアの場を施設から住まいへの移行

【方針③ 中心市街地の活性化】
□地域で経営する共同店舗等のまちのにぎわいをつくる店舗の出店
□地域の課題を解決するコミュニティビジネスによる市街地の活性化
□空き家を利用した新規起業者の誘致・市街地への集住の促進

【方針④ 自然エネルギーの活用】
□豪雪地域の気候を生かした雪氷エネルギーの活用
□年間を通じて一定量が得られる太陽エネルギーの活用
□森林が多い地域の特質を生かしたバイオマスエネルギーの活用

【提案者】北海道沼田町
【タイトル】沼田町農村型コンパクトエコタウン構想 （農山漁村・過疎地域型）
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